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PRPに関する研究は、近年では主として PRPの捕捉率を高め、そのサイトカインの放出

をいかに効率よくするかという観点と PRPからのサイトカインと組織細胞との相互作用そ

して臨床応用法に大きく分けられる。 

形成外科、美容外科関連の基礎的研究は主として関西医科大学形成外科グループや聖マ

リアンナ大学、東京大学などにおいて精力的になされてきている。 

植毛手術中に行われる PRPについては、Carlosらが植毛成功率（定着率）や毛髪成長を

促すことを臨床試験にて確認しており、形成外科領域で最も権威ある国際学会誌 Plastic  

& Reconstructive Surgeryで報告している。 
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